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１．部会の目的

本審議会の審議事項の内、除排雪手法及び予算規模については、審議会での議論・検討
のほかに、専門的な見地からの議論・検討も必要であることから、下記の２つの小委員会
を部会として設置する。

設置目的部会名

気候変動・社会情勢の変化や除雪体制
を踏まえた除排雪全体の方向性を検討
するため

除排雪手法小委員会

札幌市の財政状況及び財政的見地によ
る除排雪経費の現状と将来に係る検討
を行うため

予算規模小委員会
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２．審議会と小委員会の関係

小委員会は、審議会から指示を受けた内容を検討し、審議会へ報告する。審議会は、小
委員会の報告を踏まえて、雪対策の在り方の方向性を整理する。

札幌市雪対策審議会

各小委員会への検討事項の①指示及び
②小委員会からの報告を踏まえた方向性の整理

除排雪手法小委員会

除排雪の課題を深堀し、
今後の除排雪手法の方向
性を検討

予算規模小委員会

市財政の課題を整理し、今
後の除排雪経費の規模の方
向性を検討

②
報告

①
指示

②
報告

①
指示
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３．小委員会の委員構成（案）

備考所属等氏名

現行の雪対策の基本計画「札幌市冬のみちづくりプラン
2018」の検討会委員長や「持続可能な生活道路除排雪の在り
方検討会」の委員を歴任している。

北海道大学工学研究院 教授◎高野委員

札幌市の道路除雪を担う企業の集まりである「札幌除雪事業
協会」の会長であり、自社も除排雪作業を実施している。

札幌市除雪事業協会 会長宮浦委員

長年に渡り豊平区東月寒地区での町内会活動に携わるほか、
「持続可能な生活道路除排雪の在り方検討会」の委員である。

豊平区東月寒地区町内会連合会 会長有田委員

小委員会へも公募委員に参加いただく。公募委員森田委員

上記委員のほか、除排雪手法の検討に関係する交通事業者や専門家などに参加いただく。

備考所属等氏名

行政学を専門としており、大学では行財政論及び公共政策
学を担当している。

北海道大学公共政策大学院 教授◎宇野委員

小委員会へも公募委員に参加いただく。公募委員白川部委員

上記委員のほか、市財政の検討に関係する専門家などに参加いただく。

◆除排雪手法小委員会（事務局：建設局雪対策室計画課）

◆予算規模小委員会（事務局：財政局財政部企画調査課）
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※氏名の前に◎印が付いている委員は、委員長候補。

※氏名の前に◎印が付いている委員は、委員長候補。


